
ここが見どころ！
第54回全国研修会inあおもり

13：15～
「生活臨床を学ぼう」 伊勢田 堯 氏

伊勢田先生は「生活を見ずして治療はできない」をモットーに、１９５８年に群馬大学から始まり、精
神疾患を持つ当事者への生活の見立てと働きかけの方法として全国的に広まった「生活臨床」につ
いてご講演頂きます。抗精神病薬が開発され、精神障害者は病院で長期入院を余儀なくされていた
時代に、精神障害者の人生の希望にあった生活特性に基づき精神障害者が主体となった支援を行
う事を追求してきた「生活臨床」。作業療法の生活支援に多くのヒントが得られるのでは？

15：00～
シンポジウム 「就労支援のこれまでと今後」

片平氏は北海道帯広の地で精神障害者の就労支援に長く携わってきました。一方貴田岡氏は昨
年7月に青森の地で就労継続支援事業所を立ち上げたばかりで様々な事業展開に現在奮闘中です。
根本さんは当事者数名と共に働くことの楽しさ、難しさについて当事者目線でお話しして頂きます。
それぞれ就労支援という共通したキーワードを持ちながら異なるバックボーンを抱えるお三方の話を
通して、「障害を抱えても働きたい！」という当事者のニーズに応える就労支援とは何か？について
考えていきたいと思います。

10月13日

10月14日

10：00～
「精神疾患の理解と寄り添う心 ～統合失調症の場合～」 平野 敬之 氏

「何気ない一言で患者様を怒らせてしまった」「良かれと思って助言したのに気まずい雰囲気になった」
などの経験はありませんか？医療・福祉従事者が対象者とどのように接すると、よりよい援助関係を結
ぶ事が出来るのか？そんな皆さんが抱いている素朴な疑問を、精神科医の視点でわかりやすくこたえ
ます。

13：00～
「集団リハビリテーションのコツ」 川口 淳一 氏

作業療法において集団を上手に扱えていますか？ 川口先生は、主に認知症高齢者等を対象とした、
集団の力で個人の力を引き出すスペシャリストです。集団の中での個々の患者さんの反応を観察する
ポイントを分かりやすく解説いただきます。「集団活動」の中でこそ引き出される個人の力、反応を学び、
集団活動の魅力を再発見してみませんか？

障害を抱えた方の主体的な生活の仕方をマネジメントする方策は何か？
活き活きとした主体的な生活に寄り添うための作業療法士の役割とは？

そんな疑問を共に考える場です！

老年期分野
OT必見！



青森ならではの地酒や
余興を準備してお待ちし

ています！

会場：ウエディングプラザ アラスカ ダイヤモンドの間
（〒030-0801 青森県青森市新町1丁目11-22）

10月13日（土）18：00～20：00 懇親会
会費：5000円


